
Volume 51 No.8　May  2026 　 05

ま
る
た
め
、
日
本
の
台
風
以
上
に“

停
電
対
策”

が
重
要
に
な
り

ま
す
︒

＜

ハ
リ
ケ
ー
ン
へ
の
備
え＞

　

　
①
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
確
認

　
自
宅
の
ブ
レ
ー
カ
ー
位
置
、
ガ
ス
の
元
栓
︑
停
電
時
の
連

絡
先
︵
電
力
会
社
・
管
理
会
社
︶
を
事
前
に
確
認
し
て
お
き

ま
す
︒
ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
非
常
用
発
電
の
有
無
も
重
要
で

す
︒

　
②
「
三
日
＋
　
﹂
の
備
蓄

　
理
想
は
一
週
間
分
で
す
が
、
ま
ず
は
三
日
間
を
目
安
に

﹁
飲
料
水
・
生
活
用
水
・
食
料
・
モ
バ
イ
ル
電
源
﹂
を
確
保

し
ま
す
︒
断
水
に
な
ら
な
く
て
も
浄
水
場
の
被
害
に
よ
り

Boiling W
ater N

otice

が
出
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
た
め
︑

十
分
な
飲
料
水
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
︒
加
え

て
︑
携
帯
バ
ッ
テ
リ
ー
は
複
数
あ
る
と
安
心
で
す
︒
ま
た
暑

さ
対
策
と
し
て
氷
や
保
冷
材
︑
簡
易
扇
風
機
も
実
用
性
が
高

い
備
え
で
す
︒
そ
の
他
︑
缶
詰
等
の
食
料
や
︑
簡
単
な
調
理

が
で
き
る
卓
上
ガ
ス
コ
ン
ロ
︑
携
帯
電
話
の
充
電
器
︑
洗
い

物
が
不
要
な
紙
コ
ッ
プ
や
紙
皿
等
も
準
備
し
て
お
き
た
い
も

の
で
す
︒

　
③
車
と
現
金
の
準
備

　
　
　  

車
の
場
合
は
フ
ル
充
電
を
、
ガ
ソ
リ
ン
車
の
場
合
は

ガ
ソ
リ
ン
満
タ
ン
に
し
て
お
く
事
を
お
勧
め
し
ま
す
︒
ま
た

停
電
時
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
使
え
な
い
場
合
も
あ
る
た

め
︑
一
定
額
の
現
金
も
用
意
し
て
お
く
と
安
心
で
す
︒

＜

見
落
と
し
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト＞

・
通
信
手
段
の
確
保
：
停
電
時
はW

i-Fi

が
使
え
ず
、
携
帯
も

不
安
定
に
な
り
ま
す
の
で
︑
ご
準
備
を
︒

・
冷
蔵
庫
対
策
：
停
電
時
は
開
閉
を
最
小
限
に
。
氷
を
多
め

に
作
っ
て
お
く
と
食
品
保
護
に
役
立
ち
ま
す
︒

・
在
宅
勤
務
へ
の
影
響
：
復
旧
ま
で
業
務
が
止
ま
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
会
社
と
の
連
絡
ル
ー
ル
も
事
前
確
認
が
有
効

で
す
︒

の

＜

ハ
リ
ケ
ー
ン
の
基
礎
知
識＞

　
米
国
で
は
熱
帯
低
気
圧
を
最
大
風
速
に
応
じ
て
分
類
し
、
最

大
風
速
三
九
～
七
三
マ
イ
ル
をTropical Storm

︑
七
四
マ
イ
ル

以
上
を
ハ
リ
ケ
ー
ン
と
呼
び
ま
す
︒
さ
ら
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
か

ら
５
ま
で
に
区
分
さ
れ
︑
カ
テ
ゴ
リ
ー
３
以
上
はM

ajor

H
urricane

と
さ
れ
ま
す
︒
日
本
の
台
風
と
比
較
す
る
と
︑
カ
テ

ゴ
リ
ー
１
は
﹁
強
い
台
風
﹂
︑
カ
テ
ゴ
リ
ー
３
以
上
は
﹁
猛
烈

な
台
風
﹂
に
相
当
し
ま
す
︒
発
生
数
は
年
に
よ
っ
て
変
動
し
ま

す
が
︑
近
年
は
平
均
を
上
回
る
年
も
多
く
︑
シ
ー
ズ
ン
中
は
複

数
の
熱
帯
低
気
圧
が
同
時
に
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま

す
︒

＜

最
初
の
一
年
で
差
が
つ
く
「
備
え
の
質
﹂＞

　
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
で
迎
え
る
初
め
て
の
夏
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
が
、
六
月
一
日
か
ら
ハ
リ
ケ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
ま
す
︒
ニ
ュ
ー
ス
で
は
進
路
や
風
速
が
注
目
さ
れ
が
ち

で
す
が
︑
実
際
の
生
活
へ
の
影
響
は
﹁
停
電
・
通
信
障
害
・
物

流
停
止
﹂
と
い
っ
た
〝
日
常
の
途
切
れ
〟
と
し
て
現
れ
ま
す
︒

特
に
近
年
は
︑
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
比
較
的
低
く
て
も
広
範
囲
で
長

期
停
電
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
︑
﹁
強
さ
﹂
よ
り

も
﹁
生
活
イ
ン
フ
ラ
へ
の
影
響
﹂
を
前
提
に
準
備
す
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
︒

＜

最
近
の
傾
向
と
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
特
有
の
リ
ス
ク＞

　
近
年
の
特
徴
は
①
停
電
の
長
期
化
、
②
倒
木
被
害
の
拡
大
︑

③
局
地
的
な
冠
水
で
す
︒
一
昨
年
の
ハ
リ
ケ
ー
ンBeryl

で
は
カ

テ
ゴ
リ
ー
１
に
も
関
わ
ら
ず
二
〇
〇
万
件
以
上
が
停
電
し
︑
復

旧
に
一
週
間
以
上
を
要
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
︒
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
は
平
坦
で
排
水
が
追
い
つ
か
な
い
地
域
も
多
く
︑
二
〇
一

七
年
のH

arvey

で
は
記
録
的
な
降
雨
に
よ
り
市
域
の
広
範
囲
が

浸
水
し
︑
洪
水
リ
ス
ク
の
高
さ
が
顕
在
化
し
ま
し
た
︒
こ
れ
ら

の
事
例
か
ら
︑
必
ず
し
も
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
高
さ
だ
け
で
被
害
規

模
が
決
ま
る
わ
け
で
は
な
く
︑
﹁
進
路
﹂
﹁
降
雨
量
﹂
﹁
イ
ン

フ
ラ
状
況
﹂
が
複
合
的
に
影
響
す
る
点
に
留
意
が
必
要
で
す
︒

ま
た
︑
猛
暑
下
で
の
停
電
は
室
内
で
も
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高

・・・ハリケーンシーズンへの備え・・・

　
そ
の
他
、
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
安
全
・
危
機
管
理

情
報
ペ
ー
ジ
﹂
で
は
ハ
リ
ケ
ー
ン
関
連
情
報
の
入
手
先
︑
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か
︑H

arvey

体
験
談
等
が

収
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参
照
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
︒

＜

最
後
に＞

　
ハ
リ
ケ
ー
ン
は
避
け
ら
れ
な
い
自
然
現
象
で
す
が
、
影
響

は
﹁
準
備
の
差
﹂
で
大
き
く
変
わ
り
ま
す
︒
特
に
赴
任
初
年

度
は
情
報
も
少
な
く
不
安
に
な
り
が
ち
で
す
が
︑
基
本
的
な

備
え
を
一
度
整
え
て
お
け
ば
︑
そ
の
後
は
落
ち
着
い
て
対
応

で
き
ま
す
︒
シ
ー
ズ
ン
前
の
こ
の
時
期
に
︑
早
め
に
準
備
し

つ
つ
︑
ご
家
族
と
一
度
﹁
も
し
も
﹂
の
行
動
を
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
︒

（
安
全
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危
機
管
理
特
命
理
事 
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	個人的な関心事  私は不動産投資に興味があります。不動産投資と言えば減価償却など思い浮かべる方が多いと思われますが、投資物件を最大限に活用できるよう、そして賃貸収入を継続的に得る為に、物件の所在地（治安、学区、HOA、FLOOD ZONE）、家の間取りや内装、そして建物の状態なども考慮しなければなりません。プラマー、基礎工事、屋根、HVAC、電気系から内装業者など修繕のプロと二人三脚で投資物件を完成させる過程に、私は面白さを感じます。そして、彼らの話を聞いていると、時折改めて日本の職人の丁寧な施工技術に感心する時もあります。 　不動産は賃貸、売買のみならず、修繕、メンテナンスも必要不可欠な要素であり、知識やネットワークを生かしてこの仕事をしていきたいと思っております。
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	Japan Medical Association in Texas　


	第８回JMTX ウェビナー
	スポーツとけが・故障 家庭医・スポーツ医学専門医の視点から
	　二〇二六年三月二十八日、日本テキサス医学振興会（ＪＭＴＸ）主催による第八回ウェビナーが開催され、当日は約百三十名の皆様にご参加いただきました。本ウェビナーは、在ヒューストン日本国総領事館の後援、ＪＡＭＳＮＥＴの協力のもと、Ｚｏｏｍにて実施されました。講演は、Jonathan Teran医師（ＵＴＭＢ、家庭医療・スポーツ医学）と、茨木栄梨医師（産業医・麻酔科医、トータルウェルネスアドバイザー）の二名により行われました。 　
	　今回のテーマは「ケガ・関節・骨の健康講座 — スポーツのケガ・故障の予防や対処法から将来の体づくりまで —」であり、日常生活からスポーツ活動まで幅広く関わる身体のトラブルとその対応について、実践的な講演が行われました。 　Jonathan Teran医師の講演では、家庭医・スポーツ医学専門医の立場から、スポーツ外傷や慢性的な関節・筋肉のトラブルについて体系的に解説されました。肩の腱板損傷や膝の半月板損傷、足関節捻挫、脳震盪といった代表的なスポーツ障害に加え、加齢や負荷の蓄積によって生じる変形性関節症についても詳しく説明されました。特に重要なポイントとして、スポーツ医学（ＰＣＳＭ）は手術を伴わない保存的治療を担い、整形外科は手術を含めた治療を行うという役割分担が示され、両者の連携の重要性が強調されました。 　また「どこを受診すべきか」という実践的な判断指針も提示されました。軽度の痛みであればかかりつけ医やスポーツ医学科、骨折や重度外傷が疑われる場合はUrgent Careや救急外来を受診するなど、具体的な受診行動が整理され、参加者にとって非常に有用な内容となりました。さらに、アメリカの医療保険制度（ＨＭＯ・ＰＰＯなど）についても触れられ、受診の流れや費用に影響する重要な知識が共有されました。　 　一方、茨木栄梨医師からは、「海外生活こそ運動が必要」というテーマのもと、運動習慣の重要性についてお話がありました。海外では車移動やデスクワークの増加により、一日あたり約二千歩も活動量が減る可能性があることが紹介され、運動不足が体や心に与える影響について理解が深まりました。
	　次回は六月六日に、「日本にルーツを持つアメリカ育ちの高校生の進路（仮題）」をテーマとした特別ウェビナーの開催を予定しております。皆様のご参加を心よりお待ちしております。
	身近に感じられる内容となりました。本ウェビナーは、ケガへの対処のみならず、予防・生活習慣・医療アクセスまでを含めた包括的な健康理解を深める機会となりました。参加者からは「すぐに実践できる内容で有益だった」との声を多くいただきました。 　ＪＭＴＸでは今後も、在米日本人の皆様の生活に役立つ医療・健康情報を継続して発信してまいります。
	　また、骨の健康を守るための栄養（カルシウム・ビタミンＤ・タンパク質）や、日常生活でできる運動の工夫についても具体的に紹介されました。スクワットやプランクといった自宅でできる簡単な運動や、ケガ予防のためのストレッチ、ケガをした際の対処法としてのＰＯＬＩＣＥ法など、すぐに実践できる内容が多く、参加者にとって非常に身近な学びとなりました。 　さらに、「運動は気合いではなく〝仕組み〟で続けるもの」というメッセージも印象的でした。一日十分から始める、生活の中に組み込むなど、忙しい日常の中でも取り入れやすい工夫が紹介され、運動をより
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	ヒューストン日本語補習校

	入園・入学式
	　ヒューストン生活が始まって間もない頃、私は「カタカナ英語」に何度も助けられ、そして何度も裏切られてきた。その代表的な出来事が、「カプチーノ事件」である。ヒューストンで知り合いになったママ友たちと近くのカフェへ行くことになった。英語にまだ自信のなかった私は、「前の人の真似をすれば大丈夫」という、海外生活初期によくある作戦を心の中で決めていた。前に並んでいたママ友が、流れるように注文する。〝Ｃａｐｐｕｃｃｉｎｏ〟。これだ。これなら言える。いよいよ自分の番がきて、少し緊張しながら同じように言った。「カプチーノ」。ところが運ばれてきたのは、なぜか私だけ紅茶だった。ママ友たちの前には、ふわふわの泡がのったカプチーノ。私の前には、静かにたたずむカップティー。どうやら私の「カプチーノ」は「カップティー（cup tea）」に聞こえたらしい。ほんの少しの発音の違いで、まったく違う飲み物が出てくる。英語の奥深さを、紅茶の湯気とともに実感した瞬間だった。 　そしてもう一つ、忘れられないのが「ナイーブ事件」だ。ある日、アメリカ人のママ友とスーパーで出会った。自分の気持ちが少し繊細であるニュアンスを伝えたくて、日本語の感覚でこう言った。〝I am very naive〟。その場では特に問題なく会話が続いたが、彼女と別れてからふと気になって意味を調べてみて、私は固まった。ｎａｉｖｅの意味は「世間知らず」「騙されやすい」だった。私は「繊細な気持ち」を伝えたつもりだったのだが、「私はかなり世間知らずの騙されやすい人です」と堂々と自己紹介していたのである。帰りのスーパーの広い駐車場で、自分の車をどこに停めたかをすっかり忘れ、絶望感でいっぱいになりながら、先ほどの自分の言葉を思い出し、少しだけ遠い目になった。
	　さらに後日、日本から届いた荷物の中に、見慣れた洗顔フォームがあった。その名は「ナイーブ」。英語では「世間知らず」という意味だと知って落ち込んだ単語が、日本では「やさしい肌へ」というイメージの商品名になっている。そのギャップに、思わず笑ってしまった。 　ヒューストンの暑さにも、巨大なスーパーにも、突然現れる雷雨にも、少しずつ慣れていくように、英語の失敗にも少しずつ慣れていく。そのたびに小さな恥をかき、大きく学んできた。海外生活とは、英語を学ぶ時間であると同時に、自分の失敗を笑えるようになる時間なのかもしれない。 　最近では、カフェで誰かが「カプチーノ」とカタカナ英語で注文するのを聞くと、心の中でそっと願ってしまう。〝どうか、あの方へふわふわ泡の カプチーノが届きますように〟　そして、洗面台に置かれた 「ナイーブ」の文字を見るたびに、あの日の自分を少しだけ 優しく思い出す。
	ヒューストン日記
	福中　真鈴 さん


	小さな恥から大きな学びへ
	カプチーノとナイーブの失敗より
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	ﾜﾝ

	モア
	ヒューストン
	VOL.23 アクア　VS　野ウサギ
	▲三水会館から車で１０分ほどの公園で見たオポッサム
	▲昨年の２月に家の庭で生まれた子ウサギ（生後２週間）


	ワン！モア　ヒューストン　VOL.23
	携帯電話より小さい子ウサギが巣立っていきました▶︎
	▼大人のウサギは我が家のアクアよりも早く走ります
	　また、移植には「自家移植」と「同種移植」があります。自家移植は、自分自身の細胞をあらかじめ保存しておき、強い治療のあとに戻す方法です。一方、同種移植は、ほかの人から細胞をもらう方法です。白血病などでは、この同種移植が特に重要になることがあります。新しく入ったドナーの免疫細胞が、体内に残った病気の細胞を攻撃してくれることがあるからです。これは骨髄移植ならではの効果で、単に血液を補う治療ではないことを示しています。 　ただし、ここに骨髄移植の難しさもあります。ドナーの細胞は病気を抑える助けになる一方で、患者さん自身の体を攻撃してしまうこともあります。これがＧＶＨＤ（移植片対宿主病）です。皮膚、肝臓、腸などに症状が出ることがあり、移植後は慎重な経過観察が欠かせません。強い治療効果と副作用管理、その両方を抱えているのが同種移植です。

	三．治療は「点滴で入れて終わり」 　　ではない
	　骨髄移植の副作用の中でも、ＧＶＨＤはときに制御が難しく、患者さんの生活の質を大きく低下させるだけでなく、重症化すると命に関わることもあります。ドナー由来の免疫細胞が患者さんの臓器を異物と認識して攻撃してしまうことがその本態ですが、なぜ起こり、なぜ悪化するのかには、まだ分かっていない部分も少なくありません。重症例では、皮膚がただれたり、大量の水様性下痢が続いたり、肝障害によって黄疸を来したりします。 　こうしたＧＶＨＤの仕組みを調べるうえで重要な役割を果たしているのが、モデル動物を用いた研究です。実験動物に前処置を行い、造血細胞を移植する骨髄移植モデルでは、ヒトのＧＶＨＤに近い状態を再現できます。こうした研究を通じてＧＶＨＤの理解は少しずつ深まり、新しい治療標的も見いだされてきました。骨髄移植医療の進歩は、このような基礎研究の積み重ねに支えられています。


	四．ＧＶＨＤという大きな副作用を 　　克服するために
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	「 な か よ し イ ニ シ ア チ ブ 」による

	ヒューストン・フードバンクでの ボランティア活動報告
	@nakayoshi.initiative.htx
	次回は6月の開催を予定しています。 詳細はSNSでご案内しますので、最新情報は Instagramをご確認ください！
	三水会 クラブ


	海外生活、 ちゃんと自分を 大切にできていますか？
	慣れない環境、言葉の壁
	気づけば自分のことは後回しになっていませんか？
	医師と一緒に整える心と体のウェルネス習慣
	なんとなく不調
	体重増加・運動不足
	気分の浮き沈み
	その場でできる


	ストレッチ＆筋トレ実践
	講義＋体験セミナー
	孤独感・ストレス
	動きやすい服装で ご参加ください

	■May. 20 - Sep. 13 Picasso – Klee–Matisse: Masterpieces from the Museum Berggruen@ MFAH 著名なコレクター、ハインツ・ベルグリューンの所蔵作品を通して、パブロ・ピカソやアンリ・マティス、ポール・セザンヌなど近代美術の巨匠たちの知られざる作品を紹介します。
	■May. 29 - Jun. 14 2026 Houston Asian American Pacific Islander Film Festival@ DoubleTree by Hilton Westchase ヒューストン・アジア系・太平洋諸島系アメリカ人映画祭（HAAPIFEST）は、その文化や多様性、経験を伝えるべく映画製作・アーティスト支援のために創立され、イベントは対面およびオンラインで開催されます。
	■May 前半 - June 後半 Blueberry Picking @MOORHEAD’S BLUEBERRY FARM  テキサスでもブルーベリーがシーズンを迎え、コンローの農園ではブルーベリー狩りを楽しめます。短い期間なので開園情報をウェブサイトかFacebook      ページにてご確認の上、お出かけくださいね。
	■Jun. 3 NBA FINALS 男子プロバスケットボールNBAもファイナルへ。ヒューストン・ロケッツは西地区5位でプレーオフ進出も、八村塁選手のロサンゼルスレイカーズに惜しくも敗退。ファイナルのGame1は6月3日スタートです。
	■Jun. 11 - 21  GISELLE @WORTHAM THEATER CENTER 昨年は日本でも公演を行ったヒューストンバレエ、現在６人の日本人ダンサーが所属しています。演目 「ジゼル」にはプリンシパル・加冶屋百合子さんとファーストソリスト・藤原青衣さんが出演予定です。
	■Jun. 14 - Jul. 4 2026 FIFA WORLD CUP@ NRG Center アメリカ・カナダ・メキシコ共催FIFAワールドカップ。ヒューストンでは4つのグループからドイツ、ポルトガル、オランダチームなどが出場します。イーストダウンタウンEaDoにあるシェルスタジアム隣にてファン     フェストも6月11日より開催されます。
	■Jun. 19 Galveston Island Juneteenth Festival & Celebration@ Menard Park 黒人奴隷制度が最後まで残っていたテキサス州で解放が宣言された日を 祝うジューンティーンス。解放が署名されたガルベストンではジューン ティーンスフェスティバルなど一連のイベントが開催されます。
	※内容は記事執筆時点の情報に基づいています。変更になる場合も  ありますので、お出かけ前に各自で最新の情報を主催者サイト等で  ご確認ください。(ファーガソンステガー 佐野仁美)



	編集後記
	　初夏の気配が日に日に色濃くなる５月、ヒューストンにおいても澄み渡る青空とともに、陽射しの力強さが一段と増してまいりました。朝夕は比較的過ごしやすいものの、日中は湿度も相まって、早くも夏の訪れを感じさせる陽気となって           おり、当地での季節の移ろいを実感する日々です。 　さて、ガルフストリーム誌の編集体制にいくつかの変更がございました。新たなメンバーを迎えるとともに、これまで    本誌を支えてくださった方々の異動もあり、編集委員として一つの節目を迎えております。編集に携わる顔ぶれは変わり   ますが、本誌をより良いものにしていきたいという思いは変わりません。それぞれの経験や視点を活かしながら、誌面のさらなる充実につなげてまいります。 　また、私自身、編集委員長に着任してから早いもので一年が経過いたしました。この一年は手探りの連続ではありましたが、 編集作業の中で、本誌が多くの方に支えられて成り立っていることを改めて実感した一年でもありました。関係者の皆様に支えていただきながら、歴史あるガルフストリーム誌を継続して発行してこられましたことを大変ありがたく感じております。 　今後も読者の皆様にとって有益で読み応えのある誌面づくりに努めてまいりますので、引き続きご指導ご鞭撻のほど、    何卒よろしくお願い申し上げます。                                                                                （編集委員長　伊藤　義治）
	ガルフストリームは毎月１５日発行です。 編集委員および投稿募集中！  問い合わせ先： sansuikai@jbahouston.org  ガルフストリームは、ホームページでも閲覧可能です。  https://www.jbahoustongulfstream.com/
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